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2017 年・2018 年合格目標 国家総合職 オリエンテーション 

補助資料 

担当 国家総合職講座担任 山下 

１．合格点はどのくらいか？ 

平成 27 年本試験 1 次試験合格に必要な点数(太字が平均点・網掛けは基礎能力試験 50％) 

  法律区分(基礎能力試験・専門試験ともに 40 点満点) 

基礎 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 32 

専門 37 36 35 34 34 33 32 31 30 29 29 27 26 22 

  経済区分(基礎能力試験・専門試験ともに 40 点満点) 

基礎 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

専門 27 26 25 25 24 23 22 21 20 20 19 18 17 

  政治国際区分(基礎能力試験・専門試験ともに 40 点満点) 

基礎 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

専門 35 34 33 32 31 30 30 29 28 27 26 26 25 

  院卒区分(基礎能力試験は 30 点満点・専門試験は 40 点満点) 

基礎 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

専門 33 32 31 29 28 27 26 25 24 23 22 

 

基礎能力で最低 50％、できれば 60％(例年の点数) 

 

専門 60～70％あれば合格できる 

 

最終合格するには・・・(1 次が最低点の合格の場合＆英語試験の活用ナシの場合) 

  筆記で平均点レベル＝専門記述 50％＋政策論文 60％を取れば、人物試験がＣランクで合格

できる 

ここに英語試験の活用による加点が加わる 

＝今年の夏までにスコアを取っておけばよい 
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２．メイン科目とサブ科目⇒それぞれ勉強の密度・やるべき時期が異なる 

①基礎能力試験 

 大卒程度 院卒者 

メイン 
文章理解(11 題) 

数的処理(16 題) 

文章理解(8 題) 

数的処理(16 題) 

サブ 
時事(3 題)，自然科学(3 題) 

人文科学(4 題)，社会科学(3 題) 

時事(3 題)，自然科学(1 題) 

人文科学(1 題)，社会科学(1 題) 

②専門試験 

択一式 

 法律 経済 政治国際 

必須 

憲法(7 題) 

行政法(12 題) 

民法(12 題) 

経済原論(16 題) 

財政学・経済政策(5 題) 

経済事情(5 題) 

統計学・計量経済学(5題) 

政治学(10 題) 

国際関係(10 題) 

憲法(5 題) 

選択 

商法，刑法，労働法，国

際法(3 題)，経済学・財

政学(6 題) 

経済史・経済事情，国際

経済学，経営学，憲法，

民法(3 題) 

行政法，行政学，国際法

(5 題) 

民法，経済学，財政学，

経済政策，国際事情(3題) 

記述式 

 法律 経済 政治国際 

必須  経済原論  

選択 
憲法，行政法，民法，国

際法，公共政策Ａ・Ｂ 

財政学，経済政策，公共

政策Ａ・Ｂ 

政治学，国際関係， 

憲法，行政学，国際法， 

国際関係Ａ・Ｂ，公共政

策Ａ・Ｂ 

 

専門については、記述のことも考えて、メインとサブを考える 

※法律区分の国際法は、記述で採る人には準メイン 

 経済区分の統計学・計量経済学は、準メイン 

 政治国際区分は、記述科目によってメインが変わってくる 
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補 判断推理、数的推理とは？ 

判断推理…高度なクイズ？⇒数学・算数が苦手な人でも問題演習量でカバーできる科目 

 

例題(平成 27 年国家総合職 No.12 正解 ５ データリサーチ正答率 57.6％) 
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数的推理…算数の文章題、数学の平面図形⇒数学・算数が苦手だと苦労するが、点を拾うこと

ができればよい＝ジャンルごとに克服していく 

 

文章題の例題(平成 27 年国家総合職 No.21 正解 ５ データリサーチ正答率 23.8％) 
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平面図形の例題(平成 27 年国家総合職 No.20 正解 ３ データリサーチ正答率 61.7％) 
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空間把握…最近はあまり出題がない＝平成 25 年は出題ナシ⇒出題されても１問～２問 

例題(平成 27 年国家総合職 No.18 正解 ２ データリサーチ正答率 48.8％) 
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資料解釈…数表、グラフなどの資料を読み取って、簡単な計算をする 

⇒数学・算数が苦手な人でも問題演習量でカバーできる科目 

例題(平成 27 年国家総合職 No.26 正解 ４ データリサーチ正答率 87.2％) 

 



 8 

③学習スケジュール 

 

 

目標 

(法律区分) 

年末までに憲法・行政法・民法・数的処理を受講⇒復習⇒問題演習(最低２回転) 

(経済区分) 

年末までに経済理論・数的処理を受講⇒復習⇒問題演習(最低２回転) 

※財政学・経済政策は講義の進度に併せて来年やる 

（政治・国際区分） 

年末までに政治学・国際関係・数的処理を受講⇒復習⇒問題演習(最低２回転) 

 

 

そこまでに力をつけて、後はその力の維持（メインテナンス）を図るだけ 

 

 

 

勉強方法 
 メイン科目 

     講義で学習                問題演習で勉強 

 

                復習＝講義の再生≠大雑把な復習＋問題演習 

 

 

 サブ科目 

     講義で学習                問題演習で勉強 

 

                復習⇒ざっくりとした復習 

 

年明け２月くらいからしっかりと復習 
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 数的処理⇒受講・復習が終了したら 

 判断推理 数的推理・空間把握 資料解釈 

月 ２問演習 

軌跡(２ｈ) 

⇒Ｗｅｂを使って講義の復習

から再度勉強する 

 

火 ２問演習   

水 ２問演習 

確率(２ｈ) 

⇒基礎的な問題演習をしっか

りと行う 

 

木 ２問演習   

金 ２問演習 

旅人算 

⇒基礎的な問題と国総レベル

の問題を比較対照して、そ

の差異をパターン化する 

 

土 ２問演習   

日 ２問演習  資料の時間(1.5ｈ) 

  

ノルマをかける 

できないものは解答を写す 

 

⇒ジャンルごと 

⇒自分の現状のレベルに

応じた勉強 

 

ノルマをかける 

 

 

２本立ての勉強 


